
 

 第58回 日本糖尿病学会 年次学術集会 

                   谷澤 幸生 会長 
          シンポジウム21：はばたけ 女性糖尿病医 

 2015年5月23日(土）：ぱしふぃっくびーなす メインホール 

                               

  

          座長 

      東京慈恵会医科大学 田嶼 尚子先生 

   愛知学院大学            成瀬 桂子先生 

        

       輝く 女性糖尿病医を育てる  

                        環境創り 

 

         琉球大学 大学院 医学研究科 

                  内分泌代謝・血液・膠原病 内科学講座（第二内科）  

                            益崎 裕章 

       



日本糖尿病学会 
ＣＯＩ開示 

筆頭発表者名：益崎 裕章 

演題発表に関連し、開示すべき 
COI関係にある企業などはありません 



女性医師が仕事にサステナブルな魅力を 
感じ、辞めずに、生涯、輝き続ける 
仕組み創り は 我が国の医療再生と質の向上
の鍵 を握っている. 
 
女性医師が元気で 明るい病院には例外なく 
活気が あり、医療レベルも高い傾向がある. 



   先生のシンポジウムの開催される5月23日（土）は娘の運動会があるために、 

                                       22日（金）で学会は失礼してしまいます. 

   シンポジウムを拝聴できなくて ものすごく 残念です. 

   いつも いつも、このワークライフバランス の葛藤で、分身の術が ほしくなります. 
 

 

   男性 糖尿病医が出来ること だけ では 不十分 で ＋アルファが必要. 

 「やめない」という 後ろ向き な継続で  なく、「病院 として必要とされている自分なら、２－３年 

休んでも 大丈夫」 という 前向きな継続 が出来るくらいに 若いうちに 専門性を高める. 

   私自身、先生に御指導 いただいたのを思い返して 頑張っています. 

3年後、5年後、10年後、20年後 に 自分が何を やりたいか、出来るようになっていたいのか 

常に 考えながら 働いています. 

 

 

   産後に仕事復帰して 私自身 以前より 変わったな と思うことがあります. 

保育園の お迎えの都合で時間が限られていることもあり、以前と比べて より集中して
仕事に取り組むように なりました. 

外来で、「小さい子供がいて、自分の食事どころ じゃなくて・・」「夫の介護
で・・」と食事療法が うまく出来ない 患者さんの気持ち が分かるようになり、 

「具体的に こうしてみては どうですか？この やり方なら簡単にできますよ」などと 

提案が 出来るようになりました（以前は、忙しくても なるべく遵守しましょう としか
アドバイス 出来なかった）。 

 
 

私の周り の女性糖尿病医の意見 



2015年5月11日 
琉球大学 第二内科: 総回診 

■ 女性医師  それぞれのライフステージや価値観に応じた 
       輝き方 を 提案する（個性重視・多様な価値観の尊重） 
■ 女性医師が輝く環境 を日々、工夫することは 
       とりも なおさず、男性医師、チーム全体が輝くこと に つながる 
 



自ら輝く女性医師 

光に照らされて 
輝く女性医師 

照らされた光を 
吸収してしまう 
  女性医師 



エール大学 卒業生を対象としたアンケート調査 
によると卒業の時点で明確な将来設計を“筆記 
”していた僅か３％の学生の卒後20年後の資産 
は、卒業時に将来設計を まったく考えていなかっ 

た学生（全体の84%）の32倍に達していた. 
 
医学生の早い段階から医師キャリアのビジョンを 
言語化させ, “女性ならでは”の感性や発想が 
糖尿病診療や糖尿病ケアの質の向上に大きく貢献  
すること, 糖尿病医としての日々の活動が 魅力的 
で 楽しく 幸福感で満たされていないと 意味がない  
          ことを伝えている. 



 医療人 として生きる 人生 に ナビゲーション を 

２０代 

３０代 

４０代 
５０代 

６０代 

８０代 ９０代 ７０代 

１００歳 

カーナビ や グルナビ を さかんに活用 している ひとの中で 
医療人として生きる人生のナビ を持っているひと  は そんなに 多くない  

医療人  としての 生涯持続力 （ サステナビリテイ）を 医学生の段階から しっかり考える 
         医療人 としての ライフ・プラン・イメージング を 医学生のときから 開始する 



琉球大学 医学部  総合討論 実習 

~ 幸せな医療人 に なるために ~ 
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我が国における 経口血糖降下薬 

ヴィジュアル糖尿病臨床のすべて  稲垣 暢也、荒木 栄一 編. 糖尿病治療の最前線 2011 中山書店  引用改変 

ダパグリフロジン 

イプラグリフロジン 

ルセオグリフロジン 

トホグリフロジン 

カナグリフロジン 

エムパグリフロジン 

トルブタミド 

グリベンクラミド 

グリクロピラミド アセトヘキサミド 

クロルプロパミド 

グリクラジド 

グリメピリド 

スルホニル尿素薬 

（SU）薬 

アカルボース 

ボグリボース 

ミグリトール 

α-GI薬 

（ α-グルコシダーゼ 

阻害薬 ） 

レバグリニド 

ミチグリニド 

ナテグリニド 

グリニド薬 

トログリタゾン 
（2000年販売中止） 

ピオグリタゾン 

チアゾリジン薬 

アログリプチン ビルダグリプチン リナグリプチン 

シタグリプチン 

アナグリプチン 

サキサグリプチン 

DPP-4阻害薬 
SGLT2 

阻害薬 

1950年 

1960年 

1980年 

1990年 

2000年 

2010年 

2014年 

1970年 

メトホルミン 

ブホルミン 

ビグアナイド薬 

（BG）薬 

フェンホルミン 
（1977年販売中止） 

2005年 2005年 

  2005年～2015年の１０年間の動向を 
                        2005年の段階で 
正確に予見できたひと は そんなに 多くない 
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我が国における 経口血糖降下薬 

ヴィジュアル糖尿病臨床のすべて. 稲垣 暢也、荒木 栄一 編. 糖尿病治療の最前線 2011 中山書店.より 引用改変 

ダパグリフロジン 

イプラグリフロジン 

ルセオグリフロジン 

トホグリフロジン 

カナグリフロジン 

エムパグリフロジン 
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■ 進歩・発展が著しい医療・医学の世界で 
                 １０年後 を正確に予測することは 誰に とっても 至難 

                                                   “Uncertain World” 
 
■ １０年後に想定されている 医療崩壊 危機 （２０２５年問題）を 
    回避する有力な方策 は女性医師の活躍と登用にある 
 
■ 時代の波に翻弄されることなく、自分自身の判断力と経験知 
       ・暗黙知  を ナビ として、たくましく、清々しく 生きて行く 
               女性医師 を 育成する意識・雰囲気創りが重要 
 



女性医師 

家事・育児・親の介護 
経験知・暗黙知の集積 

実生活に基づいたリアリティのある 
糖尿病 療養指導や 

きめ細やかな診療を実践できる 

時短 
フレックス 

 引き出しのバリエーション 
受容力の大きさ・懐の深さ 
   ライフ ステージ俯瞰力 

後進医師の 
キャリアモデル 

人生90年時代 
  50歳から こそ 
 輝くことができる 

40歳：不或 
50歳：知命 

女性医師が輝く 仕組み創り は 
男性医師 も含めた 

仕事のやり方・働き方にも 
大きな示唆やヒントを与える 



        女性医師・女子医学生の 
reality に ついて 正しい認識 を持つ 

     早い段階からキャリア・イメージ を 創る 
女性医師 と 女子医学生の意見交換・交流の機会 を設ける 



出典 : http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10801000-IseikyokuSoumuka/0000057207.pdf 



杉山 文 ら 女性医師の労働実態に対する知識調査結果     
                           広島医学 ６８：１：１７－２０、２０１５ 



杉山 文 ら  
女性医師の労働実態 
に対する知識調査結果     
 広島医学  
６８：１：１７－２０、２０１５ 



中川 三沙 ら 
アンケートに見る女性内科医から大学医局への期待 
広島医学 ６８：３：１８６－１９３、２０１５ 



中川 三沙 ら 
アンケートに見る女性内科医から大学医局への期待 
                       広島医学 ６８：３：１８６－１９３、２０１５ 



    琉球大学 第二内科 出身 糖尿病専門医 女性 の所感 
 

      人生には出産育児 のみならず いろんなことが生じます. 

 

妊娠・出産・育児 が 目下、女性医師をとりまく話題の中心ですが 

 

介護 → 先が見えない混沌とした時期、精一杯だったようで 後悔が多い. 

 

法事 → 慣れない親戚づきあいにやしきたりに とまどう. 

 

更年期 → 知識と しては あっても 経験待ち。休業する先生がいらっしゃるほど. 

 

日常業務としての家事 → 日々の献立に 頭を悩ませる. 

                                               PTA や自治会 含め日常生活 も付き合い 広がる. 

 

唯一、自分単位で できる 医師としての 業務 

                     → 正直、 仕事が息抜き になることも  ある. 

                                            → ただし 持ち帰りの仕事は 夜間に なる. 
 

糖尿病 専門医としての業務について 家事・育児・介護・法事 を経験して 
きた私の状況が 診療にプラスになっているのは 間違いない です. 
患者さんの置かれている状況が理解しやすくなり、的確なアドバイスが出来る 

 
 



女性医師は“褒められて伸びるタイプ”が多い一方
総じて医療の現場はスタッフ同士が褒め合う文化が
未成熟である と感じる. 褒め合う風潮が希薄な職場
は 大抵、殺伐 と している. 
 
   このような背景を踏まえ、女性医師を意識的に 
   褒め、存在価値を認め、積極的に新しい分野を 
   任せ、大胆にポジションに抜擢し、“成長したい、 
    挑戦したい” というムードの醸成を心掛けている. 





 結婚披露宴 は 
     女性医師 と 伴侶、御両親や家族親族の皆さん に対して 
  パッケージ  で 女性医師 応援メッセージ を届ける 絶好の機会  
 
♠  いかに  女性医師に対して  期待しているか 
♠  ライフ ステージ に応じた 多様な働き方が 可能であること 
♠  可愛い おばあちゃん に なるまで、なってからも、医師を辞めないでほしいこと 
                                   
                                        





最近4年間 の 糖尿病学会 九州地方会 (一般演題数の推移)  
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女性医療スタッフ が 座長を つとめる一般演題 セッション数 

（最近4年間 の 糖尿病学会 九州地方会） 
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(田嶼 尚子 教授 を御招きしての講演会) 

 輝く 女性 糖尿病医 から 学ぶ・ 刺激を受ける 機会を設ける 



東京女子医科大学 名誉教授 大森 安恵 先生を囲んで 

  世界糖尿病デイ 記念講演会（沖縄） 
2014年10月17日 



臨床や研究で良い仕事をするためには 
既存の方法を踏襲して“少しだけ無理をする 
”姑息なアプローチでは 成果は期待できない. 
 
コミュニケーション や学習法 は もとより、“働き

方の慣行”を 根本的に変える発想を持ち、取り組
むべき仕事の選別眼 を磨き、チーム力 をテコに   

   上手な働き方 を身に付けることが  
女性 糖尿病医 を輝かせる基本 と考えている. 



医療・医学を めぐる 新しい知見は 

凄いスピード で 増え続けています 

生涯持続力 を持った医療人で ないと 

医療のプロ として 

２１世紀 を生き抜く ことは出来ません  
 

私たち を 取り巻く 医学情報は 最近１０年間で 

15 倍 に 増えています 

( 琉球大学 医学部 地域枠学生 に対する 講義画面 から ) 



  留学時代（2000年~2003年）の 恩師、Jeffrey S. Flier 教授は 2007年以降、ハーバード大学   
   医学部長 を務めている.  論文の書き方やプレゼンテーションは 芸術的.  ラボ・メンバーの 
  過半数 が女性 と いう研究環境 で いかに 女性力 を 引き出すか, たくさんの学び が あった. 



My Friends, World-Alliance 

フィンランド 

ドイツ:育児中 

ギリシャ：主婦 

スコットランド 

ライフスタイルやライフステージに合わせて 仕事の 

やり方は いくらでも工夫することが出来る. 

             2001年 当時、女性研究者に対する配慮は 

日本に比べて 格段に 行き届いているように感じられた. 

   Harvard Medical School and Beth Israel Deaconess Medical Center 

                               Professor Jeffrey S. Flier’s Lab, 2003 



～ ボストン流 仕事術 ～ 

              Work Less, Think More. 

         不毛な忙しさ （active non-action） に 陥るな ! 

 

                              徹底的 に 考えろ ! 

目先の多忙 に追われると 本当に必要で重要なこと 

                     を 無意識に 先送りしてしまう. 

                  

                 忙しいから 絵が描けない のではなく 

 絵を画かない から いつまでも 忙しい のだ ( 怠惰な多忙 ） 

● 



～ボストン流 仕事術～ ●  

       

       What Makes You Different ? 
     

             他のひと が やらないこと を 最初にやれ. 

                   

                 火事を 消す のでは なく、火を おこせ. 

            リスクを取る ことは 最良の リスク回避策 である. 

 

 

 



 琉球大学 第二内科 ホームページ より 



 琉球大学 第二内科 ホームページ より 



ワークライフバランスのためには, 時間の使い方, 多様性の容認 が必要. 

時間制約 を意識し、時間当たりの生産性を如何に上げていけるか、 

決まった時間に集合しなくても チームで共有するために、朝メール（スケジュール確認）夜
メール（つまづきや課題をあげる）で 情報共有する. 
医局会 やカンファのある日に 頼める イブニング シッター制度を作る. 
子育て支援相談コーディネーターに加え、これからは介護コンシェルジュの必要性が高くな
る. 
 
子育て中の女医さんは、9時から15時半までの勤務で、主治医としてではなくチーム
のサポート役で働いています. 日中はチーム内で頼りにされていること、夜間、土日
は家庭のために力を注げる利点であります. 

頼りにされるためには、オールマイティーに勉強しなければならないため、仕事に対
する意識が高まった と話していました。 
結婚しても いろんな形で働ける ということが、輝く女医さんの希望の一つになれば
と思います. 
 

女性医師が輝きながら仕事を続けるには お互いの「想像力」と「感謝の気持ち」が大切だな
と感じます. 時短の先生 をフルで働いている先生が カバーすることになるのですが、仕方な
い とは思っていても 何か 腑に落ちない感じがして、一緒に楽しく仕事は できなかったそう
です. 互いの状況を 想像しつつ、いつかは自分も同じような立場になるかもしれないと考え
ながら 常に感謝を伝えて 依存しすぎなければ、うまくいくのかな と思います. 子供のいない
先生には、育児が どんなに大変か 想像できないことも あるかもしれません. 
 

 

私の周り の女性 糖尿病医 の所感 



女性医師 

家事・育児・親の介護 
経験知・暗黙知の集積 

実生活に基づいたリアリティのある 
糖尿病 療養指導や 

きめ細やかな診療を実践できる 

時短 
フレックス 

引き出しのバリエーション 
受容力の大きさ・懐の深さ 
ライフ ステージ 俯瞰力 

後進医師の 
キャリアモデル 

人生90年時代 
50歳からこそ 
輝くことができる 

40歳：不或 
50歳：知命 

女性医師が輝く 仕組み創り は 
男性医師 も含めた 

仕事のやり方・働き方にも 
大きな示唆やヒントを与える 



女性糖尿病医 に対して  新しい挑戦  は いくつ に なってからでも 
                         出来る!  ことを 身を持って示す 私の試み 



          女性糖尿病医 に対して  新しい挑戦  は いくつ に なってからでも 
                              出来る!  ことを 身を持って示す 私の試み 
 

 まったくの 異分野であっても 3年 あれば 新規参入 が可能 



女性糖尿病医のライフステージの変化は新たな挑戦や 

成長のきっかけ を 与えてくれ, 仕事の取り組み方を 
根本的に 変える 絶好の機会 となる. 
 

止まることを知らない 回遊魚のような人生 から 

 

一回、止まる   ＝  正しい 

少し、止まる  ＝   歩く 
人生の機微 を 味わう モード変更 に よって  
    仕事の取り組み方をダイナミック にバージョン・アップ 
                                                              することが可能になる. 
 





糖尿病医 としての仕事 
糖尿病医 としての自分 
仕事仲間 
置かれている状況 

                                         に トキメキ を 見出し 

自己の成長と学び 
ライフ・ステージに応じた チームに対する貢献 
 
を両立しながら幸福な女性医師の人生を歩む 
 



 

 

御清聴、誠に 

有難う御座いました 

 

第58回 日本糖尿病学会 年次学術集会 

                シンポジウム 21 

    はばたけ 女性 糖尿病医 
            

 

 

              2015年5月23日(土） 
   ぱしふぃっくびーなす メインホール 

      講演の機会を戴き、また、 

    座長の労 を御取り戴きました 

              谷澤 幸生 会長 

              田嶼 尚子 先生 

              成瀬 桂子先生 

     御来聴 戴きました皆様に 

        深く感謝申し上げます 


